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研究内容 

 

ライノウイルスおよび Respiratory syncytial (RS) ウイルスなどのウイルス感染は、気管支喘息 (喘息)  の発

症と増悪に関与していると考えられています。一方、好酸球は、種々の組織傷害性顆粒蛋白を放出することか

ら、喘息の病態において中心的な役割を果たしています。そこで基礎的な研究としては、ヒト正常気管支上皮

細胞や喘息モデルマウスを用いて、ウイルス感染喘息の増悪に関する責任分子を特定し、ウイルス感染による

気道の好酸球性炎症とリモデリングへ進展する分子機構について解析しています。臨床的検討では、ウイルス

感染による急性喘鳴の乳幼児を無作為に各治療群に分ける臨床研究を実施中です。これまでの結果では、

急性喘鳴発作時において、ライノウイルスや RS ウイルスのみならず、メタニューモウイルスやボカウイルスなどが検

出されています。さらに、末梢血中のサイトカイン/ケモカイン産生では、IP-10 のみが喘鳴の回復期に比べて、

急性喘鳴期に有意に亢進したことから、本疾患の病態に関与している可能性が考えられます。今後は、ウイル

ス別による好酸球および好中球性炎症の関与や各種サイトカイン産生パターンの相違、さらには治療効果を

検討することにより、小児ウイルス感染喘鳴/喘息の病態解明と早期予防・治療が可能であると思われます。 
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